



































































“『蜀↑ サンプル 土壌 根 茎　　葉
No．可視的　　元素
孖Qレベル ヨウ素ヨ州縣 ヨ州塩素
1 士 21 1102，300 386，800


















県道　　　　　　　　6 十 17 1601，100 196，100
← 認D　、　　　　　　　　　　　　　　　水　　　　　　7 ± 10 1401，300 244，000
“の@D駐　　　　　　　　路　　　8 ± ND1301，100 175，600
回　　　　　　　　　ヨウ素製造工場　　　　　　　　　　　　　　　　9 士 12 93 830 174，500
圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10 ± 14・ 69 980 116，400
11 柵 250 9801，100 585，900
12 料 110 5601，200 724，900
13 朴 71 400910 494，700
・・@　　　匡　ll十骨 75P30 320T10　790P，500 35P005，400V，700
匝　　　匿鯉　　国姻　　　　16 十 1104101，1001007，600
（）、51年秋　　ぐン腸年赤枯れ範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17 十 72 4101，800 636，500
口；52年春血ｪ繍課。。面撫鋤漁。。働、．　　　　18　1つの場合は表面上を不ず。














































































区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計（A） A×100項目 27，000
1 pH 6．3 5．5 5．7 5．7 6．0 5．8 6．7 5．6 5．9 『 ｝
C1（mg） 19 12 3．9 1．3 0．34 0．22 0．21 0．26 0．30 38 一日 1（μ9） 31 94 76 57 42 45 46 55 39 490 1．8
2 pH 6．1 一 5．8 5．7 6．0 ｝ 一 ｝ 一 『 一
C1（mg） 6．0 一 6．7 5．9 0．52 一 一 ｝ 一 19 ｝日 1（μ9） 53 一 170 120 140 一 一 一 ｝ 480 1．8
3 、pH 5．8 6．2 6．3 6．4 『 一 一 一 ｝ ｝ 一
Cl（mg） 9．6 7．4 2．0 0．39 『 一 一 一 ｝ 19 一日 1（μ9） 83 290 220 250 『 ｝ 　、w 一 ｛ 840 3．1
4 pH 5．9 5．9 6．2 ｝ 一 『 一 一 一 一 一
CI（mg） 6．6 8．2 2．7 ｝ 一 一 『 『 一 18 一日 1（μ9） 110 350 300 ｝ 一 一 一 一 一 760 2．8
表一3　除染実験結果（丑）
＼早」開酬・12131415161計（B）1難1（B糖1°°
10日 270μ9／9）@×100g1，520 1，770 1，320 690 390 360 6，050
200μ9／9（74％）
22
15日 同　上 2，780 2，300 1，520 690 一 『 7，290180i67％） 27
20日 同　上 3，640 1，900 1，010 『 ｝ 一 6，550210i78％） 24
単位：μ9
14　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟公害研報告　　　　　　　　　　　　　　No．31978
層への浸透は少ないものと考えられ，ヨウ素を地下に浸
7 15日　　透させて除染することはかなり困難と思われる．
畿　　一方・水昧水を醐流して除染することも考えられ
@　　　　るが・この方法では土壌表面のみを洗うこととなり効果
@　　　　はうすいものと思われる．従って，現在の赤枯れをすみ
@　　　　やかになくするためには表面汚染土を赤枯れの範囲地点
　　　　　　　　　　　　　　　内で取去って客土するか，同一水田内で水尻地点との土守　　　　　　　　　　　　　　　壌の入れ換えを行って，水稲の赤枯れ発現レベル以†と
することが必要と考えられる．・
10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　日
図一7湛水日数と累積溶出ヨウ素量の関係　　　　　　　　　　　　　　謝　　　　　辞
本調査にあたり汚染土壌の除染実験に際して懇切な御
とともに還元状態となり，ヨウ素はヨウ化物イオンとし　　指導をいただいた新潟大学農学部横山栄造先生に深謝致
て溶出しやすくなるためと考えられる・しかし，60日間　　します・
の実験期間内に溶出した総ヨウ素量は最高でも全体のヨ
ウ素量の27％（15日ごと4回）であり図一7に示したよう　　　　　　　　　　参　考文　献
に示したように湛水期間を長くしても累積溶出ヨウ素量　　　1）福崎紀夫，森山登，大科達夫：新潟公害研報告，
はあまり増えず，全体のヨウ素が溶出するにはかなり長　　　　2，1（1977）．
期間かかるものと思われる．　　　　　　　　　　　　　2）日本規格協会：工場排水試験方法，p．157（1971）．
湛水期間の違いでは15日が溶出量が一番大きく，次に　　　3）作物分析法委員会：栽培植物分析測定法，p．211，
20日，10日の順であったが，これらの問には大きな差は　　　　（1975），養賢堂・
認められなかった．なお実験終了後の土壌分析値は表一3　　4）Kiyoshi　Tensh6　and　Ko－Ling　Yeh：RADIOI・
に示したように実験前の分析値から溶出ヨウ素を差引い　　　　SOTOPES，19，574（1970）．
たものとほぼ一致した．　　　　　　　　　　　　　　　5）坂井　弘：農業公害ハンドブック，p．89（1974》
他人書館．
4・ま　　と　　め　　　　　　　　　　6）文献5），P．103．
以上の調査から土壌中ヨウ素含量をおおむね60ppm　　　7）天正　清：近代農業における土壌肥料の研究，第
以下とすれば水稲の赤枯れは発現しないか発現しても軽　　　　4集（日本土壌肥料学会編），p．75（1973）．養賢
微となることが予想されるが，除染実験でわかるように　　　　堂．
汚染土からヨウ素は溶出除去しにくく，また・深度別の　　　8）結田康一，二見敬三，渋谷政失：日本土壌肥料学
分析値からわかるように汚染地点の水田水の上層から下　　　　会講演要旨集，第19集，P．151（1973）．
